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。
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濟
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狙
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を
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：
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と
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れ
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追
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の

企

業

が 

|

合
现
化
に
よ
つ
て
多
く
の
S

を
？

も
、
そ
れ
は
經
S

の
收
人
S

な
.

ら

晨

で

r

_

l

f

 

I

 
•反
對
に
損
失
毒 

い
.

て
も
_

ら
.

の
湖
失
^

は

な

あ

な

い

。
ー

‘
§

者
は
國
家
か
.

ら
一
，衆
_

の
給
料
を
.

支
給
さ
_

れ
る
だ
け
セ
あ
る
。
從
づ
て
私
炎
業
に
见
ら
れ'
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る
や
ぅ
な
創
意
に
缺
け
が
ち
で
あ
る
。
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'.
;公
企
業
が
组
産
カ
.汾
大
に
對
す
る
意
欲
聋
充
分
広
相
し
な
い
.
と
.い
‘

非
雛
は
：1
般
的
も
は
龙

■

機
が
漭
じ
3

>

と
い
：.ふ
と
士
だ
け
'
.で
は
な
：か
.
ら

ぅ

。
.

：

其
:-

#

に
も
法
現
や
豫
算
に
：拘
來
さ
れ
、
_
|-
1
1

-裁
最
の
餘
地
が
少
い
と
4

、
及
び 

經
齋
規
模
が
*

靖
で
な
い
こ
ー
と
,

が
：あ
げ
ら
れ
よ
ぅ
0

,-
,

'

パ
.
I
'
.
'
:
:
.
,

.

■

.

へ
：

.

'

.

.

'

.

.

' 

:-
-
-
'
:然
€

ぶ
妒
ら
6

れ
：だ
诉
の
*

此
參
セ
''
'
'
公
命
_

は
；私

命

業
 ̂

場

合

に

よ，
.

.

资
本
、?|
*
蒞
經
济
'か
;1
|1:
晳
主
满
經
済
か 
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へ
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.

つ
て
•

は
公
企
業
の
方
が
.

；

：
1

い
能f

-

を
發
W

す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
例
へ
ば
戰
時
中
に
知
い
石
行
機
の
紫
が
ど
う」

て
も
必
要
P
- 

あ
る
と
い
ふ
時
に
は
、
飛
S

建

H

f

公

含

と

し

、.
そ

Q

生

笾
S

Q

t

ゆ
る
剑
？

集
中
せ
し
め
、
私
企
業
に
お
い
て 

は
到
尚
達
せ
ら
れ
な
い
や
う
な
成
果
を
あ
げ
る
と
と
が
川
來
る
の
で
あ
る
。

;.
• 

.

'
.

.

-

‘
 

て

ー

資

本

主

義

經

濟

糖

魯

る

|

業

：と

私1

業
を
比
較
す
る
。

:

激
し
f

 

_

爵
下
に
お
い
て
1

ら
f

'A

：々
、
l

A

沾

ナ

ラ

よ
I

 

く
S

人
を
得
る
人
は
よ
り
高
い
.

生
讀
を
營
f

と

が

出

來

る

、

.
こ

氣

う

產

稱

罕
 

よ

々

多

く

の

收

人
1

げ

よ
.

う

と

努

力

す
I

I

導

I

。：

そ
し
：
て
刹

p

を
t

s

保

す

る

こ

と
.

の
I

な

い
.
公

企

業.
に
I

 

す

叉

：
々

力.：.
そ
めf

に

眞
f

熱

意

裏

た

な
 

>
 

の
4

常

然

で

あ

ら

う
0 

.然

し

：なf

社

會

襄

經

濟

が

成

立
し
て

あ

ら

ゆ

る

命 

.
S

阈
府
一
と
な
り
、
：ス

々

が

そ

德

カ

に

應

3

傷

集

證

ま

冬

や

う
I

つ
た

痛

I

が
，低
下
す
る
と
場
へ
ら
れ
な
い
。
€

_

篇

に

.お

.：い

.て
刹
潤
働
機
f

產
ヵ
f

に
役
ぎ
た
の
は
、
.：屋

の

あ

げ 

た
I

が
す
べ
て
f

の
：所
得
と
l

>v

ぎ
所
得

に
_應

じ

て

春
J

.

の
や
う
|

と
亦
許
さ
i

な
い
：f

れ
ば
、
セ
產
活
動
は
全
く
異
つ
I

撒
か
.

ら

行

影

ね

.'を

ら

^

恐

ら

く

義

P
、
.

責
任
、
'公
共 

、も
奉
仕
及
び
名
_

の
.

動
機
が
測
意
を
刺
戟
し
、
•

生
產
笔
附
大
.

せ
し
'

め
る
■

で
：鸯

の

は

私

：̂

潤
に
よ
っ
て
顧
人
着
泰
特
向
上.せ
丄
め
得
る
や
う
谨
勢
に
衰
て
；の'み
蒙

る

$

|
デ

が

國

家

か

ら: 

■の
翁

.に
よ
？

i
を

傲

ま

讓

e
う
な
機
f
實

た

ぎ

、■
だ

^

■. 

く 

.

,

前
述
し
?:

や
う
.
に
刹
潤
動
機
は
、
7:

と
<

生
產
カ
批
大
の
爲
.

に
.

望
ま
し
い
と」

て
ぢ
、ノ
そ
カ
反
前
苽
多
く
の
弊
甯
を
惹
砸
す
る
。
從 

つ

て

今

後

の

資

本

主

義

I

に
お
い
て
は
こ
の
動
機
に
相
私
の
.

制
限
F

加
へ
,

^

ば
な
.

ら
な
い
.

：で
：池
ら
う
0

.

殊
に
圾
主
主
義
.
的
资
本
主
義
. 

經
_
濟
が
髙
度
に
發
遨
す
る
な
ら
ば
、，
社

.#

主
義
經
濟
に
お
け
-2
>
'
.と
同
樣
の
狼
務
、
.
責
任
.

及
び
公
共
心
等
の
動
機
が
刹
潤
の
動
機
ょ
U

も 

漸
次
に
重
嬰
ぶ
.

地
.

位
を
ぃ
：
！
め
る
で

.

あ

ら
.
う

こ

と.
が

豫

想

さ

れ

る

。
：
國

圾

道

義

の

：向
卜
：
に

ょ

つ

て

こ

の

.

や
う
な
新
し
い
動
機
：が」
般
化
し 

.

て
來
な
い
限
り
”

资
本
ホ
義
的
統
斜
方
法
は
成
功
し
な
い
で
あ
ら
う
。
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か
く
し
て
生
鹿
動
機
'

に

關

し

て

、
：：社

會

主

義

經

濟

の

方

が

不

利

方

あ

る

.

と
い
ふ
：通
說
は
安
當
し
な
い
°'
-'
■
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廣
働
能
煢
努
働
拙
率
を
支
配
す
る
も
の
は
、'
.
勞
働
環
境
>

勞
働
動
機
で
^

る
。
資
本
生
義
經
濟
と
社
畲
主
義
經
濟
は
孰
旁
ょ
.
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へ
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ム
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先
づ
被
働

翼

に
つ
.S

て

凫

る

に

、

樂

_

經

菜

ぉ

い

て

そ

れ

^

^

め

ヤ

霧

い

狀

態

に
あ
る
こ

と

を㈣

人

も

否

宠

し

得

な

い
で 

，
あ

ら

う

。、殊
に
資
本
倉
の
初
齊
お
い.て
は
善
し
い
i

.

が
あ
つ
た
。
そ
I

I

に
I

す
べ
き
狀
熾
に
た
ち
至
つ
で
ゐ
な
い
。
：今
後
、
資
本
生
義
酿
濟
の
域
主
化
が
進
む
に
つ
れ
て
'-
'

'

環
.

境
改
铸
に
つ
い
で
は
特
に
贺
®
さ
れ 

る
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
資
本
中
：菜
經
沽
の
冰
贤
は
利
潤
の
追
求
^

あ
る
。
こ
の
木
^

が
勤
か
な
い
限
り
、
環
境
改
善
へ
の
出
赀
は 

.

消
極
的
た
ら
ざ
る
^

得
な
斗
で
あ
ら
う
。
紅
V

る
m

費
の
檢
大
は
.

蓝
接
に
利
潤
の
減
少
，̂
招
く
か
ら
.

で
あ
.る
-0

之
に
對
し
社
#
主
義
辟 

濟
け
勞
働
逍
R

ら

e

社
合
で
あ
る
か
ら
、
资
木
、Jfl

魂
に
お
け
る
や
う
た
誘
惑
は
金
く
存a

な
い
。
社
#

が
：：： e

む
に
つ
れ
て
、
環
境
も
铱 

極
的
に
-

改
證
さ
れ
.
て
行
べ
で
あ
ら
う
.°
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赉
本
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義
雜
激
か
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貧
虫
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ノ

次
に
勞
働
動
機
に
.
つ
.
い
て
见
ょ
う
。
勞
働
勤
機
と
い
ふ
|
ビ
壮
謝
に
對
す
.る
勞
働
者
の
.精
神
的
態
度
、で

き

。'
勞
働
精
M

が
.

J

で
.

.
ぁ
_
る
_

な
ら
^

ょ
1

大
な
4

成
集
を
ぁ
げ
得
^

ご
と
.

は
^

ふ
*̂

で
も
：な
い
。
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资
本
主
義
經
濟
.

に
^

い
て
勞
働
金
刺
戟
ず
る
最
も
.重
耍
か
動
機
は
貴
銀
の
多
寡
で
|

。，勞
働
者
は
貨
銀
が
高
け
れ
ば
そ
の
能
力
を 

へ.髙
度
に
碟
卿
し
、.■
赁
銀
が
低
下
.
す
.
机
ば
努
働
能
力
■

下
さ
せ
る
。
.勞

働

-#
の
生
活
が
赁
銀
の
大
い
ざ
に
ょ
つ
て
支
配
さ
れ
る
や
う
.な

. 

挺
構
の
5

.

ぁ(

つ
て
、
勞
I

.

が
：か
；
る
■

を
と
I

I

然
で
：|

。「

從
り
て
資
本
產
^

で
I

f

最
高
能
率 

.

を
發
I

せ
'

る
爲
に
は
ぃ
潰
銀
を
絕
へ
ず
引
上
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
.
。.
激

し

舊
.

の
引
上
は
利
潤
.

の
>|

少
を
來
た
す
が
故
に
、
そ
れ
に
. 

は
限
度
が
ぁ
ー
る
..
.0

又
完
全
照
傭
下
に
：ぉ
け
.

る
賃
銀
の
引
上
は
ィ
ン
.

フ
レ
蒸
生
叱
し
め
る
*

:-
.
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又
資
本
虫
蒙
的
に
t

t

、
'

勞
働
者
は
资
本
家
翁
潤
追
§

.

手
段
.

と
し
て
I

さ
れ
I

資
本
家
に
ょ
o

s

f

れ

て
, 

ゐ
る
と
い
ふ
觀
念
を
本
能
的
I

有
し
て
ゐ
る
。
從
つ
：て
撒
を
.

見
.

て
は
賃
銀
引
^

,
- >
^
.
3

は
0

來
益
.々
廣
.
^
す
'^

と
思
，は
.れ

る

先

翁

國
.で
.ぁ
り
遇
注
注
義
國
で
ぁ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
規
模
な
勞
働
率
犠
於
こ
の 

ご
.と
を
例
證
す(

る
で
あ
ら
.う
。
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こ
の
や
う
に
賃
銀
.
を

め

这

て
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の.
對
立
が
：存
被
す
.

る
限
り
'

.

資
冰
義
的
統
制
は
圓
.
潰
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i

行
レ
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I
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J

れ
で
は
'1
1
|
重

義

經

決

に

.ぉ

い

て

は

ど

う

で

f

う
か
。
.
こ

の

猶# .

で
は
、

'■質
銀
制
響
撤
廢
し
て
、
勞
働
者
に
對
し
.必
耍
1

:  

じ
傲
力
に
應
じ
”て
：̂
輿
す
る
と
と
亦
理
想
と
さ
れ
I

.

る
。
こ
の
.や
I

;

理
想
对
费
際
に
は
鲁
く
あ
せ
ら
れ
な
い
で.4

ら

う

。

然

し

"

一一

rc
-

ヵ
う
-^
っ
た
と
じ
よ
う
そ
の
#

合
勞
顿
^
率
を
高
め
*^

う

と

す

、
る

孰

機

が

存

す

.る
•で
あ
ら
う
か
。
勞
倒
者
は
眞
面
！

n
r

に
働
い
.

.
.て
も
働
か
ぶ
ぐ
て
も
.一
淀
の
.給
與
.を
約
束
.さ
れ
.
て
ゐ
る
む
で

.あ
る
か
ら
、：

敢
え
，て
能
率
.を
高
め
よ
う
と
し
な
い
のP

.

は
な
か
ら
う
と
い
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ず
る
。
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し
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會
由
義
經
濟
に
^ :

い
.
て
は
、
前
述
し
た
や
^ -

な
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寶
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.て
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は
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改
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忙
よ
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'
て
餘
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々
に
は
ぐ
く
ま
れ
て

.來
る
も
の

.
と
豫
想
さ
れ
.る
。
：肢
り
に
無
實
任
で
愈
隋
^

社
會
主
.義
的
輿
論
が
か
i

る

者

の

存

在

を

許

、
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な
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で

あ

ら
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際
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の
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し
新
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'
い

動

機

が.普
及
す
る
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で
に
は
.長
い
期
：̂
を
♦

耍
と
ず
る
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あ
ら
う

0
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て
こ
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ら
^
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確
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ら
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率
.の
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下
を
來
龙
す
こ
と
は
呢
ら
か
で
あ
る
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で
社
#
主
義
經
濟
に
お
い
て
も
锻
初9

段
^
に
お
い
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率
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應
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ず
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い
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.方
法
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ざ
る
玉
得
な
い
。
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に
は
出
来
高
補
の
方
法
が
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ま
し
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こ
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方
法
は

资
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虫
義
經
濟
に
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で
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修
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率
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词
め
る
爲
に
と
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れ
て
ゐ
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し
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が
ら
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本
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應
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切
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發
働
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レ
く
働
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が
ら
收
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の
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加
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ら
し
得
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か
つ
た
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高
拂
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勞
働
’紫
の
收
入
を
高
め
.る
こ
と
な
.く
'
却
つ
て
資
本
.家
の
利
渦
を
.増
大
ざ
せ
る
こ
と
比
な
づ
た
.0

そ

れ

故

努

働

^
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'
0

の
制
度
に
反
對
し
'て
勞
俲
麗
を
：起
し
_て
來
贫
の
で
あ
る
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所
が
耻
會
主
遴
經
濟
：に
.
お
^

苗
來
高
拂
制
度
を
採
用
し
.て
も
ャ
こ
の
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や
う
.な
弊
冗
を
伴
は
な
い
。
 

••/

■

.

、
 

.

ノ
 

.

.

. 

... 

• 

.

■-
 

• 

V

.:-
■.0
. 

, 

V 

.

. 

.
>
.
/ 

..、

•■
•

.

: 

... 

.

. 

.-.
/ 

.
 . 

•

，

- 

'

I:::

; .:

,':
:
:
.

-/-

:
:'

.■

.パ
'.

. ■

ン
.

'C
M

丑
.)

.
:

..

.



&

本
.
，r
n

p

餅
济
か
.il
fr

、先
義
經
撕
か
' v

 

:
 

_

s

‘
v
 

■ 

(

Tf」

、
ノ
 

か
く
む
て
勞
働
動
椴
に
つ
い
て
も
社
#

生
雜
經
濟
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ま
し
く
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あ
ら
ゆ
る
人
が
就
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し
得
る
ヤ
ぅ
^

究
全
就
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の

狀

態

ぶ

资

現

：
し
：
且

つ
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之
を
維
持
す
る
こ
と
ば
、
资
本
生
義
經
.済
に
お
い
セ
も
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濟
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资
本
主
義
經
腐
に
.
お
い
て
失
業
の
發
生
が
必
然
で
^

ヶ

？

時

に

慢

性

的

な

次

'
業
が
あ
か
得
る
こ
.

と
は
、
.
眯
に
资
說
せ
ら
れ
た
と
こ
な 

で
あ
り
、i

つ
现
論
的
枭
明
ら
か
f

れ
.

て
ゐ
：る
.

こ
しJ 
2

る
。.
'社
#

塞

霞

^

.

决
の
失
業
の
祥
在
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が

資

本

義

經

鐾

崩

衝
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せ
し
め
て
：',■
■-
J]
#

、sn
義
經
濟
I

到
來
せ

し

..め

る

で

あ

ら

ぅ

と

云

.ふ

o 

'

で

は

，
社

會

主

義

經

濟

.

に
.

お

い
.

て

失

業

は{元
全
に
^
:
減

す

る

で

あ

ら

■

ぅ

か
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|

れ

寒

：
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来
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如
何
な
る
失
業
も
在
し
な
い
の
ぬ
、
靜
的
均
衡
狀
態
に
お
い
て
の
.み
せ
あ
る
0

.

今
、"
.
人
ロ
と
が
欲
望
、,
枝
術
及
び
資
本
量
等
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を
，一1
疋_
と
じ
.
、
■こ
れ
ら
輿
件
の
下
で
相
互
に
競
爭
を
狞
は
し
め
る
な
ら
择
や
が
：て
競
#
の
行
き
盡
し
た
靜
的
掏
衡
狀
態
が
得
ら
れ
るo
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と
の
狀
態
..に

お

>

で
あ
ら
ゆ
る
資
源
'
は
就
業
し

ノ所
謂
完
全
煎
傭
が
實
現
ざ
^ .
る
タ
こ
の
や
ぅ
な
狱
態
ば
資
本
主
義
經
濟
に
軚
い
て
も 

廣
成
さ
れ
な
'
い
の
で
あ
る
が
、.
社
會
主
義
經
濟
に
お
い
^

も
向
檨
，
翁
.る
o
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t

ざ
：る
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動
.及
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各
種
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i

の
爲
に
が
、
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狀
德
窟
立
は
妨
げ
ら
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れ
為
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■
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社
看
意
經
濟
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ま
て
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然
し
な
亦
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に
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稲
類
が
^

つ
て
、
そ
.の
重
要
仲
一
を
異
.
I

ず
-
る
の
；み
'な
ら
ず
、
そ
灯
巾
の
或
も

'の.
は
社
#

主
^

碟
濟
,

I
I

に
お.
い
て
幾

分

減.
少
せ
し.
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得
る.
こ
.と

が
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よ
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摩
擦
的
失
業
。
と
れ
は
與
件
へ
の
適
應
過
程
に
私
い
て
摩
擦
的
：に
生
ず
る
失
薬
で
：あ
る
。
髒
要
.
の
_
親
さ
れ
な
い
變
化
ノ
新
技
術，：

* 

- 

. 

J 
.
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V,

.導
入
及
び
誤
箅
の
•

爲
に
勞
働
及
び
.

資
源
の
'！!
給

均

衡

が

：
一

時

的

に

妨

げ

を

れ

た

り
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生
產
手
段
の
移
動
•

が
，制
限
さ
れ
た
り
、
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移

'
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ヾ
動
に
時
即
を
'

勝
す
ざ
爲
に
.

生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
失
業
は
如
外
な
る
社
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に
お
.

い
て
^

存
往
す
る
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社
會
主
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經
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濟
に
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命
い
て
も
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の
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技
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進
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'
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、
且
っ
產
業
間
へ

.め
勞
働
の
移
動
性
が
輝
次

^ /

浬
由
で
制
限
さ
れ
义
移
動
に
時
問
を
耍
す
る
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.
へ
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、
こ

と

は

同

じ

で

あ

る
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'
义
誤
算
の
.行
は
.
.れ
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と
と
.も
冏
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で
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.あ
る
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こ
の
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失
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な
く
す
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摩
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去
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濟
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で
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發
的
失
業
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ズ
め
定
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よ
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左
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が
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會
的
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緩
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な

適

應

と

か
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は

人

間

の

片
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意
地
の
結
果
と
し
：て
、
勞
働
办
ー
描
位
が
、
そ
の
終
働
.
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當
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.
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受
け
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拒
否
す
る
か
或
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受
け
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こ
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爲
に
坐
す
る
失
業
で
あ
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失
業
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不
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期
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い
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し
、
景
氣
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上
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に
よ
っ
て
消
诚
す
る
。
獨
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-
i

fc

木
主
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經
濟
に
お
け
る
や
ぅ
に
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が
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續
く
が
ら
.

ば
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衣
失
業
も
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檢
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で
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め
失
業
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へ
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で
は
こ
の
非
息
晶
I

を
為
く
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ら
う
か
。
之
を
な
ぐ
す
る
は
に
は
兹
議
を
除
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
。

,獨
つ
.
.て

ど

：れ

に

答

へ

，
る

馮

に

ば

景

氣

變

動

は

何

配
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起
を
.か
を
明
ら
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し
な
け
れ
ず
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叱
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幣
數
量
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つ
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る
と
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1
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過
剩
坐
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を
な
く
し
な
时
れ
ば
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ら
な
い
し
へ
第
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說
を
と
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な
ら
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が
本
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に
ょ
る
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を
廢
止
し
て
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所
得
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於
茈
な
る
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を
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ば
な
ら
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と
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得
る
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う
な
金
融
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を
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